




Study on the Tooth Profile of Constant Torque Ratio. 
(Ist Report) 
Seiichiro KUNO 
are variated in proportion to the rotating angle 
On account of th巴 frictionarised from the sliding contact of teeth， transmitting torques 
In this report， the path of contact is exposed to the polar coordinate， and the operating 
equations of tooth pro五lesbeing exposed by the tangential polar coordinate are obtained in 
case of the transmitting torque being constant. 
At the approach and the recession n巴arthe torqu巴 point，the directions of arised friction 
oppose to each other. The uniformity of the tooth profiles due to those and the error of the 
transmitted rotating angle are considerated. 
U sing to those op邑ratingequations， the tooth profile equations in it are obtained that the 























各歯車の回転中心 0" O2 
歯車の回転速度をきめる点 P 
歯車の伝達トルクをきめる点 Q 
両歯形の接点 T 摩擦角 λ 
回転力 N 摩燦力 f 











QTへの 0" 0，からの垂線の長さ dυ d2 回転ト Jレ
ク M" M2 
O，Q=R， 02Q=R2とすると第1図から明らかなよ
うl乙
M ，_ d，F _ R，sine R工申

















































へ垂線を引いてその長さを P" P2 とする.また点Q
からかみあい点までの長さを QTニf とする.
接線極座標の関係(2)から
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車では y軌のプラス側を 0，仇方向にとり O2歯車で
はプラス側を 02Q，方向にとった場合の歯形を直交座標
で表わすと次のようになる.
0，歯車(_ _ D __~ _. ， d P， rx=-p，co呂田1十一7一"-Slna，
~ ， ~a 出 1 ・ (5 ) 
I ~. ，dP I y= P ， sinæ ，十~cosal
、 ια1。2歯車(_ _ D _~~ _. ， d P 2I X=-P2COS日2十一τ一"-Slna2
~ ，naa2 "....(6) I n ..' ，dPーI y= P 2sinæ2 十~cosα2、 α日2
すなわち接触点の軌跡として fニア(0)が与えられると












































































e=6+入十町 -E-t{互ー (6十入+(2)~ 2 . l2 ，-，..， -VJ 
=(1+仲村一引+a，+ia2...............(13)
遠のき側








で(1)式よりれ Oを消去した Pl，a1 の式がが求ま
る. この式で aェの値を決めると P，の値が求まるの
で，(15)式より P2の値が求まる.
次Kr=ァ(6)と(2)式より r，6を消去した P2'a2 
の式にこの P.の値を代入すると， 0，歯車の a，l乙対
する O2歯車の a.の値が求められる.
















dP ーァよ=R，豆坦.!..+P，t回 λ ・…..・H ・(17)
aa， -cos人
P，sin入+R，sinOo=!=Oであるから





















dP. IA'.;. a cosλP.sinλ=R.sin60 
aa. 
dP. ~ si 

























dP ~=Rl_::ごと子一一 P ，tanλ ・田………(21)
G出， cos人
























































dP ~cosλ十 P 2sinλ=R2 sinÐ 。
aa2 
dPo ~ si -，-ーと二九三竺"-~P ， tan入……… (24)
日出2 COSA 
R，sinDo ~ P 2sin入ニOのとき
p， =R，sinD 
2一←7 て土 ・・・・……・・…ー ・...(25) 
Sl工1入
(24)， (25)， (6)式より 0，歯車の歯先の歯形が求めら
れる.
R，sinDo ~ P ，sinλ=トOのとき
日2二 cot入logI R2sinDo ~ P 2sin入lトC
点 Qにおける歯形の傾き角を町二日。とすると
P，二 R，sinα。。2歯車の歯先の式は
_IR2sinDo-R，sinαosin入 12α。=cotλlogl ト.(26) 
。 R2sinDo-P 2sin入 1










(3 )式より(ー cos(8ー 入)一λ




dP ~= -(R， ~2a)cosÐsinλ十九sinÐcos入
α日正
上式l乙cos入， sin入を掛けて加減すると
(JP ← 7 ーとcos入十P，sinλ=R工sineaa， 
dP， 
十 7-sin入 P ， cos入ニ (2a~R工 )cosÐ
aa， 











1 rdP， __， ， ~ . ， i 2 ， ] 一~~一一一王cos入十 P ， sinλ} 十一一←二一一-R，2tda， --~，.， A l~.~"J '(2a~R， )2 










(P 2 = (R2 + 2a)cosOCOSλ+R.sinOsinλ 
i;ロ一~=ー(R2十2a)cosOsinλ十R.sinOcosλaOl. 
上式l乙 COSλ，sinλ を掛けて加減すると
P 2sinλ+~cos入=R.sinO(JD aOl. 
dP2 p.cosλ一-yー，;;_sinλ=(R2 + 2a)cosO 
~U. 
O.歯車の歯先の式は
1 I ~ _ _， ， dP. _ _ i' ， 1 τ手す~ P .sin入 +~cos入} +一一一三一一-Rl l ----- dOl. ---.-J . (2a十R.)2
{f:2)2 p.cosλ 一一一2...sin入~ =1・ (30)
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